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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ
く
陸
上
自
衛
隊
の
活
動
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第

百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
こ
れ
ま
で
イ
ラ
ク
へ
派
遣
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
（
以
下
「
イ
ラ

ク
復
興
支
援
群
」
と
い
う
。
）
の
名
称
、
各
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
隊
員
が
所
属
す
る
駐
屯
地
並
び
に
各
部
隊
が
出
国
し
た
時

期
及
び
空
港
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
第
二
師
団
隷
下
部
隊
の
所
在
す
る
駐
屯
地
か
ら
選
ば
れ
た
隊
員
を
中
心
に
編

成
さ
れ
、
平
成
十
六
年
二
月
三
日
か
ら
三
月
二
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
千
歳
空
港
か
ら
出
国
し
、
第
二
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援

群
に
あ
っ
て
は
、
第
十
一
師
団
隷
下
部
隊
の
所
在
す
る
駐
屯
地
か
ら
選
ば
れ
た
隊
員
を
中
心
に
編
成
さ
れ
、
同
年
五
月
八
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
間
に
新
千
歳
空
港
か
ら
出
国
し
、
第
三
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
第
九
師
団
隷
下
部
隊

の
所
在
す
る
駐
屯
地
か
ら
選
ば
れ
た
隊
員
を
中
心
に
編
成
さ
れ
、
同
年
八
月
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
青
森
空
港
か

ら
出
国
し
、
第
四
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
第
六
師
団
隷
下
部
隊
の
所
在
す
る
駐
屯
地
か
ら
選
ば
れ
た
隊
員
を

中
心
に
編
成
さ
れ
、
同
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
仙
台
空
港
か
ら
出
国
し
、
第
五
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援

一



群
に
あ
っ
て
は
、
第
十
師
団
隷
下
部
隊
の
所
在
す
る
駐
屯
地
か
ら
選
ば
れ
た
隊
員
を
中
心
に
編
成
さ
れ
、
平
成
十
七
年
二
月

五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
間
に
名
古
屋
空
港
か
ら
出
国
し
、
第
六
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
第
三
師
団
隷
下
部

隊
の
所
在
す
る
駐
屯
地
か
ら
選
ば
れ
た
隊
員
を
中
心
に
編
成
さ
れ
、
同
年
五
月
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
間
に
関
西
国
際

空
港
か
ら
出
国
し
、
第
七
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
第
四
師
団
隷
下
部
隊
の
所
在
す
る
駐
屯
地
か
ら
選
ば
れ
た

隊
員
を
中
心
に
編
成
さ
れ
、
同
年
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
十
四
日
ま
で
の
間
に
福
岡
空
港
か
ら
出
国
し
、
第
八
次
イ
ラ
ク
復

興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
第
八
師
団
隷
下
部
隊
の
所
在
す
る
駐
屯
地
か
ら
選
ば
れ
た
隊
員
を
中
心
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
一
部

が
同
年
十
月
二
十
二
日
及
び
二
十
九
日
に
熊
本
空
港
か
ら
出
国
し
、
イ
ラ
ク
復
興
業
務
支
援
隊
に
あ
っ
て
は
、
八
十
四
か
所

の
駐
屯
地
か
ら
選
ば
れ
た
隊
員
で
編
成
さ
れ
、
平
成
十
六
年
一
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
七
年
六
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
に
断

続
的
に
、
主
に
東
京
国
際
空
港
及
び
新
千
歳
空
港
か
ら
出
国
し
て
い
る
。

法
に
基
づ
く
対
応
措
置
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
法
第
四
条
の
規
定
に
従
っ

て
決
定
し
た
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
及
び
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
た
実
施
要
項
に

お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
及
び
イ
ラ
ク
復
興
業
務
支
援
隊
の
人
数
並
び
に
各

部
隊
に
配
属
さ
れ
た
隊
員
が
所
属
す
る
駐
屯
地
別
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
現
在
イ
ラ
ク
で
活
動

二



を
行
っ
て
い
る
部
隊
の
詳
細
な
規
模
が
推
測
さ
れ
、
部
隊
の
安
全
を
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控

え
た
い
。

二
に
つ
い
て

法
に
基
づ
く
陸
上
自
衛
隊
の
活
動
に
お
い
て
は
、
平
成
十
六
年
一
月
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
ま
で
の
間
、
新
千
歳
空
港
等

の
日
本
国
内
の
空
港
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
内
の
ム
バ
ラ
ク
空
軍
基
地
の
間
で
、
仁
川
国
際
空
港
等
を
経
由
し
て
、
ア
ン
ト
ノ
フ

一
二
四
型
機
、
ボ
ー
イ
ン
グ
七
四
七
型
機
、
ボ
ー
イ
ン
グ
七
五
七
型
機
及
び
ロ
ッ
キ
ー
ド
・
マ
ー
テ
ィ
ン
Ｌ－

一
〇
一
一
型

機
に
よ
り
、
車
両
百
三
十
四
両
、
武
器
及
び
武
器
関
連
物
資
約
六
十
ト
ン
、
弾
薬
及
び
弾
薬
関
連
物
資
約
六
十
ト
ン
並
び
に

そ
の
他
の
物
資
約
二
千
九
百
ト
ン
を
輸
送
し
て
い
る
。
当
該
輸
送
に
お
い
て
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
隊
員
が
航
空
機
に
搭
乗
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
当
該
隊
員
が
武
器
を
携
行
し
て
搭
乗
し
た
こ
と
は
な
い
。
当
該
民
間
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
運
航
す
る

個
々
の
航
空
会
社
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
公
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
航
空
会
社
の
正
当
な
利
益
等
を
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
自
衛
隊
に
よ
る
当
該
活
動
の
円
滑
な
遂
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し

控
え
た
い
。

三
に
つ
い
て

三



イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
お
い
て
は
、
法
に
基
づ
く
人
道
復
興
支
援
活
動
と
し
て
の
学
校
等
の
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に

係
る
活
動
を
実
施
す
る
際
に
は
、
現
地
企
業
と
当
該
復
旧
・
整
備
に
係
る
契
約
を
締
結
し
、
当
該
企
業
に
よ
り
現
地
住
民
を

雇
用
し
て
実
施
さ
れ
る
復
旧
・
整
備
の
指
導
及
び
監
督
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
と
現
地
住
民

と
の
間
に
は
、
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に
関
し
て
直
接
の
契
約
関
係
が
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
雇
用
の
手
続
き
の

詳
細
と
被
雇
用
者
の
賃
金
」
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

お
尋
ね
の
「
補
修
作
業
の
対
象
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
が
公
共
施
設
の
復
旧

・
整
備
に
係
る
活
動
を
開
始
し
た
平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
各
月
の
末
日
に

実
施
し
て
い
た
改
修
対
象
施
設
の
種
類
別
の
数
及
び
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
と
契
約
を
締
結
し
た
企
業
が
雇
用
し
た
一
日
当
た

り
の
月
別
の
平
均
人
数
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
三
月
、
学
校
一
か
所
、
人
数
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
お
答
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

同
年
四
月
、
学
校
一
か
所
、
人
数
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
お
答
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

同
年
五
月
、
学
校
三
か
所
、
道
路
二
か
所
、
約
八
十
人
。

同
年
六
月
、
学
校
五
か
所
、
道
路
三
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
二
か
所
、
約
百
八
十
人
。

四



同
年
七
月
、
学
校
八
か
所
、
道
路
四
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
五
か
所
、
約
三
百
九
十
人
。

同
年
八
月
、
学
校
八
か
所
、
道
路
十
一
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
六
か
所
、
約
四
百
三
十
人
。

同
年
九
月
、
学
校
七
か
所
、
道
路
十
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
八
か
所
、
約
三
百
五
十
人
。

同
年
十
月
、
学
校
四
か
所
、
道
路
十
二
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
八
か
所
、
約
二
百
六
十
人
。

同
年
十
一
月
、
学
校
四
か
所
、
道
路
十
一
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
八
か
所
、
約
二
百
三
十
人
。

同
年
十
二
月
、
学
校
三
か
所
、
道
路
八
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
十
か
所
、
約
二
百
八
十
人
。

平
成
十
七
年
一
月
、
学
校
六
か
所
、
道
路
五
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
九
か
所
、
約
三
百
五
十
人
。

同
年
二
月
、
学
校
七
か
所
、
道
路
四
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
十
二
か
所
、
約
五
百
八
十
人
。

同
年
三
月
、
学
校
七
か
所
、
道
路
二
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
十
三
か
所
、
約
四
百
九
十
人
。

同
年
四
月
、
学
校
十
一
か
所
、
道
路
三
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
十
七
か
所
、
約
六
百
八
十
人
。

同
年
五
月
、
学
校
十
一
か
所
、
道
路
二
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
十
七
か
所
、
約
六
百
八
十
人
。

同
年
六
月
、
学
校
十
三
か
所
、
道
路
三
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
十
八
か
所
、
約
七
百
六
十
人
。

同
年
七
月
、
学
校
十
五
か
所
、
道
路
四
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
二
十
一
か
所
、
約
六
百
六
十
人
。

五



同
年
八
月
、
学
校
十
三
か
所
、
道
路
四
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
十
九
か
所
、
約
六
百
五
十
人
。

同
年
九
月
、
学
校
十
二
か
所
、
道
路
四
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
十
六
か
所
、
約
四
百
八
十
人
。

同
年
十
月
、
学
校
十
二
か
所
、
道
路
二
か
所
、
そ
の
他
公
共
施
設
十
九
か
所
、
約
四
百
三
十
人
。

お
尋
ね
の
「
ト
ラ
ブ
ル
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
と
現
地
住
民
と
の
間
に
は
、

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に
関
し
て
は
直
接
の
契
約
関
係
が
な
い
こ
と
か
ら
、
「
雇
用
の
際
」
に
生

じ
た
争
い
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に
係
る
活
動
の
実
施
を
著
し
く
阻

害
す
る
よ
う
な
問
題
が
起
こ
っ
た
と
い
う
報
告
は
、
受
け
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
各
種
交
流
活
動
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、

現
地
住
民
と
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
、
我
が
国
の
文
化
を
伝
達
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
平
成
十
六
年
五

月
五
日
、
サ
マ
ー
ワ
市
内
に
お
い
て
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
に
こ
い
の
ぼ
り
を
か
け
る
行
事
を
、
同
年
七
月
二
十
六
日
及
び
八
月

七
日
、
サ
マ
ー
ワ
市
内
の
体
育
館
に
お
い
て
地
元
住
民
に
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
行
事
を
、
同

年
九
月
十
五
日
、
サ
マ
ー
ワ
市
内
の
体
育
館
に
お
い
て
地
元
住
民
に
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
行
事
を
、
平
成
十
七
年
一
月
七

六



日
、
三
月
十
二
日
及
び
四
月
二
十
二
日
、
陸
上
自
衛
隊
の
サ
マ
ー
ワ
宿
営
地
（
以
下
「
宿
営
地
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
地

元
住
民
に
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
行
事
を
実
施
し
た
。

五
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
法
に
基
づ
く
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
グ
レ
ー
ト
ブ
リ

テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
（
以
下
「
英
国
」
と
い
う
。
）
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
（
以
下
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
」
と
い
う
。
）
を
含
む
イ
ラ
ク
で
活
動
す
る
多
国
籍
軍
（
以
下
「
多
国
籍
軍
」
と
い
う
。
）
の
関
係
国
と
イ
ラ
ク
の
現
地

情
勢
や
多
国
籍
軍
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。
イ
ラ
ク
南
東
部
の
多
国
籍
軍
の
活
動
を
統
括

す
る
英
国
は
、
多
国
籍
軍
の
活
動
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
イ
ラ
ク
治
安
部
隊
の
能
力
が
育
成
さ
れ
れ
ば
、
多

国
籍
軍
の
活
動
を
終
了
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
現
地
の
状
況
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
、
あ
ら
か
じ

し

め
恣
意
的
に
日
程
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
英
国
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
具
体
的
な
撤
退

時
期
を
決
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

イ
ラ
ク
復
興
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
は
、
イ
ラ

ク
を
テ
ロ
の
温
床
と
せ
ず
、
平
和
で
民
主
的
な
国
と
し
て
復
興
さ
せ
る
こ
と
は
、
中
東
地
域
、
ひ
い
て
は
国
際
社
会
の
安
定

七



に
極
め
て
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
我
が
国
の
国
益
に
か
な
う
と
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
自
衛
隊
に
よ
る
人
道
復
興
支
援
活

動
等
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

基
本
計
画
に
基
づ
く
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
派
遣
期
間
の
終
了
後
我
が
国
が
い
か
な
る
対
応
を
と
る
か
に
つ
い
て
は
、
国
際

協
調
の
中
で
我
が
国
の
果
た
す
べ
き
責
任
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
の
現
状
、
諸
外
国
の
支
援
状
況
等
を
見
な
が
ら
、
我
が
国
の

国
益
を
十
分
に
勘
案
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
非
戦
闘
地
域
」
と
は
、
法
第
二
条
第
三
項
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
現
に
戦
闘
行
為
・
・
・
が
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
か
つ
、
そ
こ
で
実
施
さ
れ
る
活
動
の
期
間
を
通
じ
て
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」
地
域
を
い

う
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
サ
マ
ー
ワ
で
発
生
し
た
事
案
は
、
同
項
に
い
う
「
戦
闘
行
為
」
に
該
当
す

る
と
は
認
識
し
て
お
ら
ず
、
種
々
の
情
報
を
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ば
、
自
衛
隊
の
活
動
す
る
サ
マ
ー
ワ
周
辺
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
「
非
戦
闘
地
域
」
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
係
る
事
案
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

八



平
成
十
六
年
四
月
七
日
、
迫
撃
砲
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
爆
発
音
を
確
認
し
、
宿
営
地
北
東
数
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
及

こ
ん

び
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
弾
着
痕
を
確
認
し
た
。

同
月
二
十
九
日
、
迫
撃
砲
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
爆
発
音
を
確
認
し
、
宿
営
地
外
に
お
い
て
弾
着
痕
を
二
個
確
認
し
た
。

同
年
八
月
十
日
、
複
数
回
の
爆
発
音
を
確
認
し
、
宿
営
地
外
に
お
い
て
迫
撃
砲
弾
と
み
ら
れ
る
弾
着
痕
を
三
個
確
認
し
た
。

同
月
二
十
一
日
、
宿
営
地
外
に
お
い
て
ロ
ケ
ッ
ト
弾
の
不
発
弾
一
発
を
発
見
し
た
。

同
月
二
十
三
日
、
宿
営
地
外
に
お
い
て
迫
撃
砲
弾
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
弾
着
痕
を
二
個
確
認
し
た
。

同
月
二
十
四
日
、
宿
営
地
外
に
お
い
て
迫
撃
砲
弾
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
弾
着
痕
を
一
個
確
認
し
た
。

し
よ
う

同
年
十
月
二
十
二
日
、
何
ら
か
の
爆
発
音
及
び
飛
翔
音
を
確
認
し
、
宿
営
地
内
の
空
き
地
に
お
い
て
ロ
ケ
ッ
ト
弾
一
発

を
発
見
し
た
。

同
月
三
十
一
日
、
宿
営
地
の
北
方
向
で
の
発
射
音
ら
し
き
音
、
飛
翔
音
及
び
宿
営
地
内
で
何
か
が
ぶ
つ
か
っ
た
よ
う
な
音

を
確
認
し
た
。

平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
、
宿
営
地
付
近
で
発
射
音
ら
し
き
音
を
一
回
確
認
し
、
宿
営
地
内
の
空
き
地
で
ロ
ケ
ッ
ト
弾
の

不
発
弾
一
発
を
発
見
し
た
。

九



同
年
六
月
二
十
三
日
、
サ
マ
ー
ワ
市
内
の
路
上
に
お
い
て
、
人
道
復
興
支
援
活
動
に
向
か
う
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
の
車
列

の
そ
ば
で
簡
易
爆
弾
が
爆
発
し
た
。

同
年
七
月
四
日
、
飛
翔
音
及
び
着
弾
音
ら
し
き
音
を
数
回
確
認
し
、
宿
営
地
内
の
空
き
地
に
お
い
て
ロ
ケ
ッ
ト
弾
に
よ
る

も
の
と
み
ら
れ
る
弾
着
痕
一
個
及
び
宿
営
地
外
に
お
い
て
ロ
ケ
ッ
ト
弾
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
弾
着
痕
ら
し
き
も
の
四
個

を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
案
の
う
ち
、
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
の
事
案
に
お
い
て
は
、
宿
営
地
内
の
荷
物
保
管
用
コ
ン
テ
ナ
に
ロ

ケ
ッ
ト
弾
と
思
わ
れ
る
砲
弾
が
貫
通
し
た
と
思
わ
れ
る
痕
跡
を
確
認
し
、平
成
十
七
年
六
月
二
十
三
日
の
事
案
に
お
い
て
は
、

イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
の
車
両
一
両
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
、
側
面
の
ド
ア
等
が
破
損
し
た
が
、
こ
の
両
事
案
に
お
い
て
、
イ
ラ

ク
復
興
支
援
群
の
隊
員
に
被
害
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
事
案
に
お
い
て
は
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
の
隊
員
及
び
装

備
に
被
害
は
な
か
っ
た
。

八
に
つ
い
て

イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
が
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
サ
マ
ー
ワ
の
間
の
往
復
時
に
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。

九
に
つ
い
て

一
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イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
の
隊
員
の
疾
病
及
び
負
傷
と
し
て
把
握
し
て
い
る
も
の
の
大
半
は
、
軽
度
の
下
痢
、
風
邪
、
外
傷
等

で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
派
遣
部
隊
に
所
属
す
る
医
官
に
よ
り
、
一
日
平
均
二
十
名
程
度
の
隊
員
に
対
し
て
診
察
、

投
薬
、
消
毒
等
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
発
熱
に
よ
り
一
名
の
隊
員
を
我
が
国
に
後
送
し
て
、
診
察
、
検
査
等

の
診
療
を
行
っ
た
。

十
の
（
�
）
に
つ
い
て

法
に
基
づ
く
対
応
措
置
の
実
施
に
係
る
所
要
経
費
の
う
ち
、
現
段
階
で
集
計
が
終
了
し
て
い
る
平
成
十
七
年
七
月
三
十
一

日
現
在
の
実
績
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

陸
上
自
衛
隊
に
係
る
所
要
経
費
は
約
四
百
八
十
八
億
円
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
（
組
織
）
防
衛
本
庁
の
（
項
）
防
衛
本
庁

と
し
て
約
三
百
六
億
円
、
（
項
）
武
器
車
両
等
購
入
費
と
し
て
約
七
十
八
億
円
、
（
項
）
装
備
品
等
整
備
諸
費
と
し
て
約
百

四
億
円
で
あ
る
。

海
上
自
衛
隊
に
係
る
所
要
経
費
は
約
五
億
円
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
（
組
織
）
防
衛
本
庁
の
（
項
）
防
衛
本
庁
と
し
て
約

二
億
円
、
（
項
）
武
器
車
両
等
購
入
費
と
し
て
約
一
億
円
、
（
項
）
装
備
品
等
整
備
諸
費
と
し
て
約
一
億
円
で
あ
る
。

航
空
自
衛
隊
に
係
る
所
要
経
費
は
約
八
十
五
億
円
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
（
組
織
）
防
衛
本
庁
の
（
項
）
防
衛
本
庁
と
し

一
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て
約
三
十
億
円
、
（
項
）
武
器
車
両
等
購
入
費
と
し
て
約
十
六
億
円
、
（
項
）
装
備
品
等
整
備
諸
費
と
し
て
約
三
十
九
億
円

で
あ
る
。

十
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
九
月
十
一
日
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
発
生
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
攻
撃
等
に
対
応
し
て
行
わ
れ
る

国
際
連
合
憲
章
の
目
的
達
成
の
た
め
の
諸
外
国
の
活
動
に
対
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
及
び
関
連
す
る
国
際
連
合
決
議

等
に
基
づ
く
人
道
的
措
置
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
三
号
）
に
基
づ
く
対
応
措
置
の
実
施
に
係
る

所
要
経
費
の
う
ち
、
現
段
階
で
集
計
が
終
了
し
て
い
る
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
現
在
の
実
績
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

海
上
自
衛
隊
に
係
る
所
要
経
費
は
約
四
百
三
十
二
億
円
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
（
組
織
）
防
衛
本
庁
の
（
項
）
防
衛
本
庁

と
し
て
約
三
百
三
十
五
億
円
、
（
項
）
武
器
車
両
等
購
入
費
と
し
て
約
二
十
三
億
円
、
（
項
）
装
備
品
等
整
備
諸
費
と
し
て

約
七
十
四
億
円
で
あ
る
。

航
空
自
衛
隊
に
係
る
所
要
経
費
は
約
十
七
億
円
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
（
組
織
）
防
衛
本
庁
の
（
項
）
防
衛
本
庁
と
し
て

約
千
万
円
、
（
項
）
装
備
品
等
整
備
諸
費
と
し
て
約
十
七
億
円
で
あ
る
。

一
二


